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冒的　 果 爽'け 。｡－|しゃ味lか原料果釦 こよ り翼'y'i 昧 の良否iす酸味　 甘味　7  ･レコ

ー1レのぽどよい調細lてぶI) きまるい わヽ れひ ヽる。-)i 老は栗東･け3-     -    )レの 呈味椎 に

興味 乞持 ち様 々建討レt い る。ここでヽぽ酸味 と甘味に向レ て掩討 レ た結 果を報 告ずる。

有法　 ぢ年間謳封St 蔵しZ  Piい 尽レ モン遠 梅 洒客15 種 とあ らre に製 造した砂糖添

加。恪薬 加のレモン涌. う 午ｺ 洒導<]稜 し介析試 料 七しre。貯蔵果艶|い っ｡- i以 滴

定酸良，pH     糖 気分析 し精・ 動向 が特 翼的りこもか ま糖Y- 肩賊 酸 。介別吏f. れヤ ん,た

．あら↑ヒに製 透しr< 果曳･ト そ･.-1 しにっヽヽ てぶ まi起齢^^ 鵬 を約1  年間経時的 こ4･析

すぷY.英 ＼-製造後約 らヶ月め に痛^ 石核酸 を介剔^ 量しr-. 二の場を糖i* べ ＼,トラン

砥．黛走 酸 胤ほ常法iこJ 'J /&ヽ聘レ 仁．糖 と肩賎 酸 ．介剔支量^f 大々シリカtr- ･レカラＡ

クロ` マト ケラ7 う 障イオン吏禎カラA  クロ^ トr ラフィ ーによった。
結 莱　4  十タ ブー 博の例ﾀﾄ ４ あ る 炉貯蔵 果隻'J  =  ̂ユ ーlり 碓μ殉 じガ還 元 塊t･ あI)

フラ クト ー7.  X. 7" II-コ-  又 心 番剛 司量浪 合ヽ 物 であ っr-. 診 胤 ㈲

が> ^ れ ず分 析 レrヒ果爽1)  そエ-  >し の為旅 酸 組 戌 ぽ､あ ら↑ヒに製 造 レた も めど 比藪 し ば

し 沁ど系 が硲 カト ル 。経 時 的 介教 の結 果 てヽ ･も離 農・ 必ｲﾋ･i-iﾔ られり りヽ ヽ`瀧・ ＼才フ ラ7

I- ー ス､と グlしコ- ス<7) I* i刻司量混 合駒 であ る還 元結 。生 賎 ぜ政 ら れ 仁。 ス 還 え瘤 り

生戌 速東 ヒ 酸良 の吻 八 を雌r レ も相 閣 閣ｲ奈が^ ら れを 々ヽ つ 乱 以-t め結 釆。 旱 戻り 七

づ レJ泰鳶､楠 のフ ラ クレ ー ス,   7- lレコ 一スヘ・ 分 解[ みM- ら-h ふヵヽヽ 介ヽ 解 錬･事之お め て窄光

でヽあ り 、肩袱 留 柵S-  と ん ど介解 レ な い ど考 んら れ る｡

10 月 ２ 日 伽 第 ５ 会 場　 午 前9:30 ～12: 00

A-49    楊 ボ物 の漑･-f.ヽ･り 鴉 肪 酸 暴 政の 気化 にフi>  -z

三璽 大取 育　　 浜 田 滋 子

i  的　 勣粗 では 塵楊 げの場 合 の楊 ず徊 の 気 化 に フヽ･-z 報 告I    A- *ヽ ，゙ 今ISJ it衣携･r の

場 合 の,   釦-  あヽ け１ 脱 脂k.  味珀 の様 籾 を明 い ヽ/- す9   た 必I喰 験 を行 なツだ ，

牙球　 楊 ずわ 料･J 豚 肉(  あ ぷヽ タ身) お･よ ざ いわし を 恥 へ　 こ才しに 一般 の天J りヽ の衣

をつIf  孔　 ほw・しr'  ノ，3,    s- *。よμ･/)y^ 同 為it だ`。 鴉'T 畑 はエ ルシン喊z ら 吉合む

味 の 乗K  k  勧裂 ﾌ ア゙ ネ ナラダ 禰 を用い た。 溥 ボ た衣 よ') それ そ･■ H 姉 紡分 を徊-b  I,　 こ

から の功 出廸 包3 フ丿 じ木ウ 豪 法･ り っ-Z エス テ ル化 レ　 ゲス夕 に? /-; ヵ` If T 脂竹 践 海

杵 を行 な, た。 方`スクロIt  B 本 電 子T ひC  －//タベF エひ;〉， カ ラA  け/i゛'A )E CrS セライ

トμ や.    カ夕■ ̂爆 庚If  /り °C   1' み^, 。 チャ ート の ヒ・-7  面 残 より. エ･レシン戟 ≪／と

した各 賭 防 戦 の 比率^ 求 九　 吸 砂冷 と敗 時今 との分艶 を執 みた。

辞 果(I)      衣の 水冷 ならひ･に 脂 寫分It  馬 半時 同3 ～ 台今'lk に^ れ そ'`れz 夕～砂が/- ま

レ,    以 淡 水冷It  咸･馳レ脂 賭今l言増 ヵ八 た 。(?■)　衣 に 知 いZ    It,    楊 げ油* らヽ の呪 迪ヒ，

材 料if  タの 耽 脂 が゙ 予行I  ？k?- ^ が， 乞の 様 相/ま時 局 派豊/I  した が`い 袈化  I  た 。(3)　賂。
ｉ

嘸拗･f の烏 合iふ製 への 耽 脂 い ≪-■'次 をに増 λ?  ・ に対し,     い わ し鴉'↑゙の友  V  I* 嘆珀蚕 カ`゙

増 加1 た。 万恥既　 い れし それ そヽりこの/夕冷揚 げの衣 の 吸砂 ならu- に` 聡 鯖冷 を算島 し-z や

るヒ,    豚 肉の衣 ヱ- It 吸油冷-iｸ,／％,   脱脂冷 鳥? 吋t なソ， しヽ わじ の 衣-/ヽ■1* 吸功冷 な,／

喘，玖応 身2 ワ,？喘fe － つた 。(4-)　ネ(捧 ヴの 洙硲， 鴉 げ`油 への雌 肪 冷々 溶 出･ 別 事とんと･･

なく,   また 弗'ダ材 料 への珀 の 吸顧i  If k んt"  路 μ られ なヵヽ つ　た。


